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研究成果の概要（和文）： 
 
当研究課題の目標は、保型形式環の構造を微分作用素を用いて調べることであった。 
それに関する研究期間内の成果は、次の２点である。 
（１）ヒルベルト保型形式環の構造について、特に判別式が小さい２次体の場合を調 
   べた。重みの差が小さい場合については生成元を完全に決定することができた。 
（２）次数２のベクトル値ジーゲル保型形式について、特に群がある種の系列に入っ 
   ている場合を調べた。レベルが小さいいくつかの場合については、生成元を完 
   全に決定することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Our aim on this project is to determine the structure of automorphic forms by using 
differential 
operators. In this two years, we have the following two results: 

(1) On the structure of Hilbert modular forms with respect to a real quadratic field 
with small 
discriminant, we have a structure theorem when the difference of the weight is 
small. 

(2) On the structure of vector valued Siegel modular forms of degree 2, we have a 
structure 
theorem when the discrete subgroup is in a congruent subgroup with a small 
level. 
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１．研究開始当初の背景 
 
保型形式環の構造に関する一般論として良
く知られている結果には 
 (A) 代数的に独立な生成元の個数 
 (B) 次元公式 
がある。これらは非常に一般的かつ有効な
ものであるが、一方で、具体的な領域と群
に対して、保型形式環の構造を決定できる
ものではない。実際、(A)の方法では、代数
的に従属な元の存在やその重みについて調
べることは容易ではな。また、(B)の方法で
は、具体的に公式の各項を計算することが
容易ではない場合が多い。 
本研究課題は、これらの方法とは別のアプ
ローチで保型形式環の構造に関する諸問題
に取り組む研究プロジェクトの一部である。
実際、研究代表者は、IV 型領域上の保型形
式に関する研究において、今までにない方
法で保型形式環の構造を決定している。そ
の方法は各個撃破的であるため、数論的・
幾何的に見通しの良い説明を得るべく、微
分作用素に注目した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、保型形式環の構造に関す
る諸問題に対し、保型形式の具体的表示を
微分作用素を利用して調べ、より多くの知
見を得ることである。特に、保型形式環の
構造を具体的に決定する作業を通じて、保
型形式環の構造が比較的簡単な（代数的に従
属な生成元が比較的少ない）場合について、
その簡単さを引き起こしている、数論的・
幾何的な要因を明示的に示したいと考えて
いる。 
具体的な研究対象としては、２次体のヒル
ベルト保型形式や、種数２の一般のベクト
ル値ジーゲル保型形式が手ごろで扱いやす
いと考えた。変数が少なく、多くはないも
のの、ある程度既知の結果が整備されてい
るからである。 
 
３．研究の方法 
 
研究方法は、微分作用素を用いて対角成分
に制限する写像を調べることが中心となる。
もう少し細かく述べると、研究は次の２つ
のステップに分割される。 
（Ａ）この写像から保型形式の次元の 

   上限を求める 
（Ｂ）具体的に保型形式を次元の上限 
   まで構成する 
当然ながら、（Ａ）においては無駄があって
は（Ｂ）のステップは成立しえない。この２
つのステップは、それぞれ独立に計算・証
明されることであるが、最後に出会う地点、
すなわち正確な次元の見当をつけて研究を
進めることになる。 
 
４．研究成果 
 
初年度（２００８年度）は、ヒルベルト保
型形式環の構造について、特に判別式が小
さい２次体の場合を調べた。重みの差が小
さい場合については生成元を完全に決定す
ることができた。従来から知られていた構
造定理は重みが等しい場合に限られており、
重みに差がある場合の結果は当研究が初め
てである。この結果については、論文が、
Commun. Math. Univ. St. Pauli にて公表
されている。 
翌年度（２００９年度）は、次数２のベク
トル値ジーゲル保型形式について、特に群
がある種の系列に入っている場合を調べた。
レベルが小さいいくつかの場合については、
生成元を完全に決定することができた。従
来から知られていた構造定理はレベルが１
の場合（フルモジュラー）に限られており、
レベル付きでの結果は当研究が初めてであ
る。その結果はレベル１の場合と極めてよ
く似ており、何らかの幾何学的事情などが
背後に潜んでいると考えられる。この結果
については、既にいくつかの学会等で口頭
発表を終えており、論文を準備していると
ころである。 
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